
 

 

 

 

 

新年、明けましておめでとうございます。新しい年を迎え、いよいよ 

最後の３学期が始まりました。今の学年で過ごすのもあと約３か月です。 

進級・進学に向けて、毎日元気に登校し、残りの学校生活１日１日を子どもたちが大切に過ごせる

ように、給食室は最後まで栄養満点、おいしい、安全安心な給食を出していきます。 

本年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 「おせち」というのは、本来、季節の変わり目となる「節句」 

を意味します。「節句」には、 

・１月１日（元旦）    ・３月３日（ひなまつり） 

・５月５日（端午の節句） ・７月７日（七夕） 

・９月９日（重陽の節句） 

などがあります。おせち料理といえば、今では元旦に食べる料理 

を指します。新年を迎えるお祝いの料理なので、縁起がいいと 

される食材がたくさん使われています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     【 昭和３０年代の給食風景 】 

                     この頃のメニューは、コッペパン、脱脂粉乳、 

                     くじらの竜田揚げ、千切りキャベツなどでし 

た。また、戦後間もない頃の小学校６年生の 

体つきは、今の４年生と同じくらいだったと 

                      言われています。 

（ 全国学校給食会連合会ＨＰより ） 

 

学校給食は、明治２２（１８８９）年に山形県の鶴岡市「忠愛小学校」で児童におにぎりや  

塩鮭を出したのが始まりとされています。その後、全国へと給食が広がりましたが、戦争の 

ために一時中断されてしまいます。戦後、食べ物のない子どもたちを心配した世界中の国々か 

ら、粉ミルクや缶詰などを送ってもらえたおかげで、昭和２２（１９４７）年に全国で学校 

給食は再開されることになりました。これを記念し、全国学校給食週間が定められました。 

毎日おいしく、栄養満点な給食が食べられることに感謝しましょう！！台場小の給食週間に 

は、昔の給食によく出ていた「くじらの竜田揚げ」、「すいとん」を出します。お楽しみに！ 

 

 

 

1月 18日（月）に国産和牛を使用した肉じゃがを出します。これは、東京都が酪農家を守    

るために、給食で和牛を使用した場合に補助を出すという取組が行われることになり、台場小

学校でも和牛を使用することができることになりました。みんなで新型コロナウイルス感染症

に負けないように対策をしっかりとるとともに、酪農家などの生産者を守るために、私たちが

できることに取り組んでいきましょう。 
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